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市政だより
の動き

10月1日現在 前月比

人口計 6 5.8 1 1 + 21 
男 31.7 0 2 + 18 
女 34.1 0 9 + 3 
世帯数 1 8.9 8 8 - 3 

口人

ぬ-‘ 

。

ハ

と

乙

を

と

じ

O 

て

く

だ

さ

い

〉
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大村まつり前夜祭、ミス大村選彰式、が11月2日、

市民会館で行われ、新しい、ミス大村、 iζ森真智子さ

ん(水主町・20歳〉、、準ミス、、 に片山ひとみさん(大

福田由美子さん(本町1丁目・ 24歳)里郷・ 23歳).

が選ばれました。

乙の3人は、海上空港のある花と史跡のまち、大村

市の美の代表として、乙れから 1年間がんばってくれ

福田さん
(左)

準ミスに片山さん、
(右〉

る乙とでし ょう。
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毎月1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社



(2) おおむら

教育功労者を表彰

市政だより

おめでとうございます

昭和55年11月15日
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県モーターボート競走会ほか

十
一
月
一
目
、
市
役
所
第
一
会

議
室
で
本
市
の
教
育
の
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
人
と
団
体
、
ま
た
、
児

童
・
生
徒
の
健
康
管
理
、
多
額
の

…

福

祉

基

金

ヘ

寄

付

一

一

大

入

町

の

南

政

利

さ

ん

一

一

久

原

郷

の

今

里

政

彦

さ

ん

一

一
南
政
利
さ
ん
は
、
亡
母
カ
、
不
と
し
て
五
十
万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
一

-
さ
ん
の
忌
明
に
際
し
、
そ
の
ど
社
会
福
祉
の
た
め
に
と
寄
付
さ
一

一
遺
志
に
よ
る
も
の
と
し
て
三
十
れ
ま
し
た
。
乙
の
尊
い
ど
遺
志
一

一
万
円
、
ま
た
、
今
里
政
彦
さ
ん
を
十
分
に
生
か
し
、
福
祉
基
金
一

一
も
亡
父
政
貫
さ
ん
の
忌
明
に
際
と
し
て
福
祉
行
政
に
活
用
さ
せ
一

一
し
、
そ
の
ど
遺
志
に
よ
る
も
の
で
い
た
だ
き
ま
す
。
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昭和55年11月15日

寄
贈
並
び
に
教
育
に
専
念
さ
れ
た

人
な
ど
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た。〔

受

賞

者

〕

敬

称

略

マ
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
競
定
会
マ
小
松

初

子

マ

木

下

義

春

マ
浜
口
ク
イ
マ
藤
川

武
晴
マ
故
久
田
繁
太

郎

マ

朝

長

一

郎

マ

祐
田
和
次
マ
横
溝
穂

マ
今
道
祭
マ
久
保
正

治

マ

橋

口

文

雄

マ

前
田
静
馬
マ
山
本
房

雄

マ

出

口

茂

樹

マ

辻
美
輝
マ
村
田
卓
二

マ
山
口
幹
允
マ
姫
松

吉
郎
マ
木
谷
サ
ヱ
子

マ
河
野
忠
博

O 

く〉

H

郵
便
受
箱
の
設
置
を
H

皆
さ
ん
の
お
宅
に
は
、
郵
便
受

箱
や
家
族
の
表
札
は
備
え
て
お
ら

れ
ま
す
か
。

郵
便
受
箱
や
表
札
が
な
い
と
郵

便
を
お
届
け
す
る
際
、
大
変
因
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

郵
便
受
箱
は
、
郵
便
局
の
窓
口

で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
ど
利
用

下
さ
い
。

(
大
村
郵
便
局
〉

人

権

援

護

委
i

員
ヘ

りおおむ市政だより(3) 

お
気
軽
に
ど

う
ぞ

人

権

週

間

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基

本
的
人
権
が
犯
さ
れ
な
い
よ
う
に

監
視
し
、
も
し
犯
さ
れ
た
場
合
に

は
、
そ
の
救
済
の
た
め
、
す
み
や

か
に
適
切
な
処
置
を
と
る
と
と
も

に
、
常
に
自
由
人
権
思
想
の
普
及

高
揖
に
努
め
る
こ
と
が
主
な
使
命

•••. 

，mぷ守

に
な
っ
て
い
ま
す
。

F
'
4

身
の
ま
わ
り
の
い
ろ
い
ろ
な
問

aa--

題
で
苦
し
み
悩
ん
で
お
ら
れ
る
人

h

‘邑

'F

は
お
気
軽
に
ど
相
談
下
さ
い
。
・
・
『

4

・

〔
人
権
擁
護
委
員
〕

a''

o
藤
戸
三
郎
さ
ん
(
琴
浜
町
て
圃
・
・
・
圃

富

②

|

二

九

七

七

)

圃

園

田

・

0

姉
川
浄
弘
さ
ん
(
武
部
郷
田

O
-
i
y一

九
、
富
④
|
二
四
三
五
)
，

.

.

 

。
田
川
寿
さ
ん
(
皆
同
郷
二
三
八

4
a

・

富
⑤
l
八
五
四
五
)

。
松
尾
武
さ
ん
(
大
川
田
町
八
五

。
、
雷
⑤

i
七
心
二
四
)

な
お
、
特
設
人
権
相
談
所
を
次

の
と
お
り
開
設
し
ま
+

に
お
出
か
け
下
さ
い
。

W
A
1即
/
川

日
時

十
二
月
四
日

午
前
十
時
1
午
後
三
時

一

お

知

ら

せ

一

一

市

議

会

で

虚

払

廃

比

一

一
乙
の
た
び
、
大
村
市
議
会
に
暑
中
見
舞
状
並
び
に
年
賀
状
に
一

一
お
き
ま
し
て
は
、
新
生
活
運
動
つ
い
て
は
、
廃
止
す
る
乙
と
と
一

一
推
進
の
一
環
と
し
て
、
虚
礼
廃
な
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
一

一
止
に
つ
い
て
話
し
合
い
の
結
果
さ
ん
に
お
か
れ
で
も
、
乙
の
趣
一

一
暑
中
見
舞
状
並
び
に
年
賀
状
の
旨
を
ど
理
解
の
上
ど
協
力
賜
わ
一

一
自
粛
を
申
し
合
せ
ま
し
た
。
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
一

一

し

た

が

い

ま

し

て

、

議

員

の

す

。

一

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
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あ

な

で

す

/

た

火
事
を
出
す
の
も
防
ぐ
の
も

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

W
必
I
W
A

こ
れ
か
ら
は
日
ご
と
に
寒
く
な

っ
て
き
ま
す
が
、
火
を
使
う
機
会

が
多
く
な
っ
て
く
る
た
め
、
例
年

火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
全
国
い
っ
せ
い
に
「
あ

な
た
で
す
/
火
事
を
出
す
の
も
防

ぐ
の
も
」
を
統
一
標
語
に
、
次
の

重
点
目
標
を
掲
げ
て
、
秋
の
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
火
災
の
予
防
に

努
め
、
火
災
か
ら
尊
い
人
命
、
貴

重
な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

〔
重
点
実
施
事
項
〕

@
家
庭
へ
の
防
火
訪
問

・
各
家
庭
を
訪
問
し
、
ガ
ス
器
具

や
暖
房
器
具
な
ど
の
防
火
診
断

を
行
い
ま
す
。

@
ガ
ス
濡
警
報
器
の
設
置

-
ガ
ス
に
対
す
る
知
識
不
足
と
安

全
対
策
の
立
ち
遅
れ
か
ら
各
地

で
ガ
ス
爆
発
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
事
業
所
は
勿
論
、
一
般
家

庭
で
も
ガ
ス
漏
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

@
パ

l
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
旅
館
、

ホ
テ
ル
、
病
院
、
百
貨
底
、
雑

居
ビ
ル
な
ど
の
防
火
管
理
体
制

の
強
化

-
消
防
用
設
備
の
設
置
と
維
持
管

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

理
な
ど
自
主
点
検
を
実
施
し
ま

?レょ・っ。

-
夜
間
の
防
火
管
理
体
制
を
強
化

し
ま
し
ょ
う
0

・
消
防
計
画
の
作
成
、
そ
れ
に
基

づ
く
通
報
、
避
難
訓
練
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

-
非
常
口
、
避
難
階
段
な
ど
、
二

方
向
の
避
難
路
を
確
保
し
ま
し

ょ・っ。

@
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
協
力
体
制

の
確
立

・
家
庭
や
職
場
、
隣
り
近
所
で
防

火
の
話
し
合
い
や
初
期
消
火
訓

練
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
庭
や
職
場
で
は
火
気
取
扱
設

備
、
器
具
の
点
検
を
励
行
し
ま

ーレょ・つ。

・
一
人
暮
し
の
老
人
や
幼
児
な
ど

に
対
す
る
防
火
協
力
体
制
づ
く

り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

・
防
火
座
談
会
や
消
火
訓
練
を
実

施
し
ま
し
ょ
う
。
職
場
、
町
内

会
、
婦
人
会
な
ど
で
実
施
す
る

計
画
が
あ
れ
ば
消
防
署
へ
お
知

ら
せ
下
さ
い
。
係
員
を
派
遣
し

指
導
し
ま
す
。

〔
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
〕

・
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
毎
日

午
後
八
時
を
「
消
防
の
時
間
」

と
定
め
サ
イ
レ
ン
を
一
分
間
吹

鳴
し
ま
す
の
で
、
各
家
庭
で
は

火
の
元
の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

に十う
消ー。
防月
演二
習十
招六
集日
サの
イ午
レ前
ン J¥
を時

吹
鳴
し
ま
す
。

大

村

消

防

署

宮

@
l四
一
三
八

/ー、 「灯油などの危険物は
ι~\ 

ω.~ ('l/.:‘ 」一一正しく取り扱いましよう-----1
~-内〆\"W'"八uて\、、a・.-­
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:清の乙直にあな近項し取災くとにつどでもれはれ生可虫'i掃保と射すふいく〕より害な、なきはす言て、て活燃剤!
に管 するれ乙で う扱をりたつに、。い暮ふいの性 E 

t 努場 る乙、とは 。い防まいたく普 すらだまあの塗 i
t め所 場と飛 絶 にぐすへりい通 ぎしんすら強料 i
，るは所散対 はた。ん、ののでて、。ゆいな!
i 乙常 に し に 十め 火布で状 はい危 るもど目
。とに 置 な取 分に が切す態なる険場のの i

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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おおむら市政だより{5} 

※ 

省
資
源
の
時
代
で
す

注
射
と
検
診

-

妊

婦

教

室

毎
月
市
役
所
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
十
二
月
は
場
所
を
変
更
し
て

行
い
ま
す
。

時
間

午
後
一
時

t
四
時

無
駄
の
な
い
生
活
を
工
夫
し
よ
う

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

中
地
区
公
民
館
(
中
央
町

場
所パ
ス
停
下
車
〉

l日|診療科目 4 病医院名 所在地電話

、

内・産婦人科 5-8355 
? 
整形外科貞松整形外科武部郷4-1161 

内・消化器科南野内消化器科科西三城町3-3731 
14 

古2丁町目整形外科牟田整形外科 2-4501 

内 科長崎医院寿古郷5-8615 
21 
耳鼻咽喉科海江田医院武部郷2-3329 

児 科出口小児科 諏8丁訪目 2-2252 
28 
外・内科牧山医院 宮2小丁路目 5-7831 

r<>ー叩・-=><>c-叩・-=><>ー+ー。ー~~.o.e- t

j五三j

j 塁手--
j をおしらせ j

妊婦教室日程

12/3 I。はじめて母親となる心得
|。妊娠中の保健

(第1回)1。映画、生命の創造、
12/10 I。妊娠中の栄養のとり方〈貧血舎の実習〉
|。安産のために(補助動作.妊婦体操の実習〉

(第2回)1。産後の保健 問

!。育児{乳房マッサージの実習・赤ちキんの入浴
1 1のさせ方・育児用品のそろえ方

(第3回)/。映画、‘すばらしい母乳、
12/24 I。乳幼児の環境と性格

1 2月、の日曜当番医

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度

は
お
で
か
け
下
さ
い
。

12月の妊婦と現幼児の健康相談日程
日 | 時 間 場 所 対 象

21 ル Ml大村保健所|生後4カ月までの乳児
13:30-15:00 松原出張所妊婦と乳幼児
1930~1100||  813:・00-15・:00 竹松出張所乳 幼 児

9
1 山 0:00I大村保健所|生保7カ月の乳児
13:30-15:00 I鈴田出張所 l妊婦と乳幼児
16 I 9:30-10:00 I大村保健所 |生後8カ月以上の乳児

午前9時~午後8時

-3歳児
健
康
診
査

対
象
昭
和
五
十
二
年
五
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
五

十
一
年
十
一
月

t
五
十
二
年
四

月
生
ま
れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査

を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診

し
て
下
さ
い
。

診療時間

日
時
十
一
月
二
十
七
日

午
前
九
時

t
九
時
三
十
分
、
午

後
一
時

t
一
時
三
十
分
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

-
こ
ん
に
ち
は

保

健

婦

で

す

場すじ相になに血康
室康役所。て談関どな圧相ー
相所 いにす健るが談般
談健市 ま応る康人気は健

12月の健康相談日程
内 容
9:00-11:00 I 13:00-16:00 
妊婦相談|一般健康相談

乳幼児相談|一一一一一一一一一

乳幼児相談し一一一一一一一

-
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
(
市
外
へ
の
通
学
生
)

県
知
事
告
示
に
よ
り
、
市
内
の

保
育
園
児
(
三
歳
以
上
)
か
ら
高

校
生
ま
で
の
集
団
生
活
を
営
む
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
は
、
そ
の
保

育
所
・
学
校
で
予
防
接
種
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
外
へ
の
通

(
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
〉

学
生
で
他
市
町
村
の
学
校
で
接
種

が
で
き
な
い
生
徒
に
対
し
て
は
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。

日
時〔
第
一
回
目
〕
十
一
月
二
十
一
日

〔
第
二
回
目
〕
十
一
月
二
十
八
日

※
時
間
は
午
後
二
時

t
三
時
ま
で

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

料

金

無

料

(
生
活
環
境
課
)

ス
ポ

i

ツ

-
第
初
回
文
村
市
少
年

剣
道
大
会

十
二
月
七
日
(
日
)

市
民
体
育
館

団
体
戦
、
個
人
戦
、
紅
白

戦

申
込
方
法
十
一
月
二
十
六
日
ま

で
に
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

主
催
市
教
育
委
員
会

主
管
大
村
市
剣
道
協
会

種場日
目所時

-
第
時
回
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
成
績

十
月
十
八
日
、
十
九
日
の
両
日

市
民
体
育
館
な
ど
で
市
教
育
委
員

会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
男
子
〕
①
今
村
②
本
町
、
片

町
③
松
並
二
丁
目
、
若
鮎

〔
女
子
〕
①
下
諏
訪
⑨
本
町
、

片
町
@
池
田
新
町
、

古
町

nBeR本紙羽 市県民税 (3期)
Z戸ち戸戸梓Ut~t物理L 11月は の納期ですく
弘元i¥-j 7f"'b'灯台治 国民健康保険税 (4期)
前一八11ヶ-"1111 rrλヨ羽~. ---. -...--.-- ，---.， ( 

咋 ¥1~臨rl ¥¥ P制 納期内に納めましよう 〉

tlt¥.m垣対袖サl込 税務課{
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-
保
育
所
入
所
児
童

昭
和
五
十
六
年
度
の
保
育
所
入

所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

保
育
所
名
〔
公
立
〕
池
田
、
中

央
、
三
城
、
竹
松
、
本
町

〔
私
立
〕

萱
瀬
、
植
松
、
妙
宣

寺
、
久
原
、
三
浦
、
松
原
、
わ

か
ば
、
常
盤
、

実
天
宮
、
諏
訪

か
た
ま
ち
、
新
城
、
桜
馬
場
、

ふ
る
ま
ち
、
鈴
田
、
ひ
ま
わ
り

入
所
資
格
①
母
親
が
い
つ
も
働

い
て
い
る
も
の
②
母
親
が
い

な
い
家
庭
③
母
親
が
出
産
、

司病
気
、
心
身
障
害
者
で
あ
る
と

き
④
母
親
が
い
つ
も
病
人
や

一
一
交
通
事
故
相
談
一

〈
毎
月
第
四
火
曜
日
)

一

日

時

十

一

月

二

十

五

日

一

午

前

十

時

t
午
後
三
時

T
E
E
-
h
E一
応
伝
合
粧
品
企

心
身
障
害
者
の
看
護
に
あ
た
っ

て
い
る
と
き
⑤
家
庭
の
災
害

に
あ
る
と
き
@
そ
の
他
(
申

請
書
裏
面
を
参
照
)

対
象
各
保
育
所
と
も
一
歳
児

1

五
歳
児
ま
で
〈
ふ
る
ま
ち
保
育

園
は
六
カ
月
以
上
三
歳
未
満
児

の
み
)

保
育
料
年
令
別
(
三
歳
未
満
児

三
歳
児
、
四
歳
以
上
児
)
に
よ

り
、
そ
の
世
帯
の
課
税
額
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
た
保
育
料
を
毎

月
納
め
て
も
ら
い
ま
す
。

受
付
期
間
十
二
月
一
日

t
二
十

六
日
ま
で

提
出
先
福
祉
事
務
所
福
祉
課

(
申
請
書
は
福
祉
課
と
各
保
育

所
に
あ
り
ま
す
。
申
請
書
は
必

ず
保
護
者
が
直
接
持
参
し
て
下

l主竺j

市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

す
べ
て
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

(
毎
月
第
四
水
曜
日
)

※ 

よ
い
環
境

十
一
月
二
十
六
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時

日
時

l不 1
日 l動;
午時 !産:
後，，:相l
ー十毎:談i
時一月‘
t 月第
四二四
時十金
八曜
日日
、，〆

つ
く
る
主
役
は

さ
い
。
)

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

国
自
衛
官
(
各
種
)

〔
自
衛
隊
生
徒
〕
少
年
自
衛
官

資
格
十
五
歳
以
上
十
七
歳
未
満

の
中
学
校
を
卒
業
の
男
子
(
来

春
卒
業
見
込
者
を
含
む
)

募
集
期
間
十
二
月
二
十
日
ま
で

試
験
〔
一
次
〕
来
年
一
月
六
日

〔
二
次
〕
一
月
十
四
日

l
十
六

口同

〔
ニ
等
陸
・
海
・
空
士
〕

資
格
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未

満
の
中
学
校
卒
業
以
上
の
男
子

(
来
春
卒
業
見
込
者
を
含
む
)

試

験

随

時

※
詳
し
く
は
市
民
課
ま
た
は
募
集

事
務
所
へ

，_...._...._....ーー....._...._...._...._...._....-

-
県
立
佐
世
保
看
護
学

校
学
生

修
業
年
限
三
カ
年

受
験
資
格

-
①
免
許
取
得
後
三
年

以
上
看
護
業
務
に
従
事
し
て
い

る
准
看
護
婦
(
士
)
②
高
校
を

卒
業
し
て
い
る
准
看
護
婦
(
来

春
高
校
を
卒
業
し
准
看
護
婦
免

許
取
得
見
込
者
を
含
む
)

願
書
受
付
来
年
一
月
八
日

t
二

十
日

※
詳
し
く
は
県
立
佐
世
保
看
護
学

校
(
富
佐
世
保
@
|
四
一
一
二
一
)

へ下
水
道

12月""3月

町 内 名 1月 2月 3月

三j街地区各町内.鈴田地区各町内.乾馬場町.古町5・6区. 古町住宅西 第1月曜日 1 5 2 2 

東向木浦場.前.岩舟舟津日外向浦平小.上路小.下路久.須原田.ノ上木久.原岩.舟久住原宅官久舎原.後第木2団場地上.後木場下
第1火曜日 2 

20 17 3 13 7 第3火曜日 16 
久東原本団地.本小路.片町第l・第2.本町第1・第2.西本町第1・第2. 第1水曜日 3 7 4 

」1E5 9 
町 第3水曜日 17 21 18 

三域第向1陽・第町2水.水田主町区.有柴楽田街問地.武部.田ノ平.小佐古.大佐古. I 第1木曜日 4 d⑬ 込 15 9 柴田. [O]~IlIT. 7.ka 1 [8:. 第3木曜日 18 
赤佐古. 旭町団地. 草場. 池の坊. 駅前アパート. 常盤団地. 第1金曜日 5 4込 6 6 
池田9・10・11区. 池田アノマート. 池田. 坂口町. 坂口住宅 第3金曜日 19 16 20 @ 

上諏訪. 下諏訪. 中諏訪. 諏訪1区. 諏訪7・8区. 東諏訪 第1土曜日 6 A 7 7 
第3土曜日 120 17 21 21 

荒南平松本.1k.計北松.徳本泉.川久津内大松多尾武.寺.横本山.山頭下.雄.梶ケノ原尾.域.梶ノノ尾尾.橋団本地.・宮株本池.浦1区・2区 l 第2月曜日 12 9 

古町.水田町.水田2区.杭出津3区.杭出津4区.上・下杭出津. 第2火曜日 9 13 10 10 
辻田.昭和通.西小路.新城 第4火曜日 23 27 24 24 
松並1丁目.中央町.乾馬場住宅.松並2丁目.協和町.松山町. 第2水曜日 10 14 ⑪ 11 
松山第2.植松1・2・3丁目.植松住宅 第4水曜日 24 28 25 25 
西大村本町第1・第2.桜馬場1丁目.桜馬場第2.古賀島.森園町. 第2木曜日 11 8 12 12 
今津町.原口町.堺町.原口住宅.富ノ原1・2丁目.原口アパート 第4木曜日 25 22 26 26 
対 l回町竹松本町第1.~2 小路口町伽宅小一小路口 ( 一日 ]2 9 13 13 
本町鬼橋町.竹松町.宮小路1・2・3丁目.宮小路九電社宅.黒丸町 第4金曜日 26 213 0 124 7 2127 4 8 今 第2土曜日 13 沖田.寿古.皆同. 富.立福寺.弥鞠寺.矢上.草場 第4土曜日

27 24 28 
野留田路.重.井乾田.北木場古.今5山.東区光寺古.北住・西南野岳.平原.松原野田. 第3月曜日 15 19 16 16 武 馬場町.町・ 61:8:.町宅

黒2区木北北・・南南松川本内 久久津良.原寺.本中.岳山.下宮.代梶.ノ原尾..荒梶瀬ノ.尾田団下地~.宮橋本本. 浦1・ 第4月曜日 22 26 23 23 
Q:=nは祝祭日のため翌日または翌々日となります。

表

ム印は祝日のため指定曜日が変更になりますのでご注意下さい。

割日集収物燃不

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)



※ 

刊
月
1
日
現
在
の
人
口
に
つ
い
て

『
一
ペ
ー
ジ
に
人
口
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
乙
れ
は
住
民
基
本
台
帳
の
人
口
で
、

戸
十
月
一
日
付
で
行
い
ま
し
た
国
勢
調
査
の
人
口
と
は
異
な
り
ま
す
。
ハ
企
画
課
)

昭和55年11月15日
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も

よ

お

し

-
国
立
美
術
館
所
蔵
の

内
外
美
術
名
品
展

期
間
十
一
月
二
十
九
日

1
十
二

月
十
三
日
(
月
曜
は
休
館
)

渇
所
県
立
美
術
博
物
館
(
長
崎

市
立
山
町
〉

展
示
作
品
マ
テ
ィ
ス
、
セ
ザ
ン

ヌ
、
ロ
ダ
ン
、
ピ
カ
ソ
、
シ
ャ

ガ
l
ル
、
岸
田
劉
生
、
安
井
曽

太
郎
、
坂
本
繁
二
郎
な
ど
内
外

の
有
名
作
家
の
作
品
六
十
点

観
覧
料
〔
一
般
〕
五
百
円
〔
高

大
生
]
三
百
円
〔
小
中
生
〕

二
百
円

-
農
林
水
産
祭
り

り

日
時
十
一
月
二
十
九
、
三
十
日

場
所
市
農
協
会
館
周
辺

内
容
畜
産
共
進
会
、
農
林
産
物

品
評
会
、
即
売
会
、
生
活
展
、

小
学
校
児
童
作
品
展
、
実
物
鑑

定
競
技
、
農
業
共
済
相
談
、
農

林
水
産
物
即
売
コ
ー
ナ
ー

〈
農
林
水
産
課
)

おおむ市政だより

-
日
本
の
進
路
を
語
る

時
局
講
演
会

日
時

十
一
月
二
十
一
日

午
後
二
時
か
ら

福
祉
セ
ン
タ
ー

(7) 

場
所

演
題
「
中
国
の
現
状
と
四
つ
の

現
代
化
」

講
師
佐
藤
慎
一
郎
先
生
(
中
国

問
題
研
究
家
、
元
拓
殖
大
学
教

授
)

主
催
社
団
法
人
国
民
外
交
協
会

市
国
民
外
交
友
の
会

後
援
市
教
育
委
員
会
、
市
文
化

協
会
、
市
教
育
親
和
会
、
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会

入
場
料
無
料

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ

-
大
村
子
ど
も
劇
場
例

会
影
絵
「
角
笛
シ
ル
エ
ッ
ト
劇
場
」

十
二
月
八
日

午
後
六
時
三
十
分
開
演

場
所
市
民
会
館

主
催
大
村
子
ど
も
劇
場

※
詳
し
く
は
大
村
子
ど
も
劇
場
事

務
局
(
雷
③
|
七

O
六
三
)
ま

た
は
社
会
教
育
課
へ

日
時

-
大
村
混
声
合
唱
団

第
フ
回
発
表
会

十
一
月
二
十
九
日
(
土
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

場
所
市
民
会
館
ホ
l
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
世
界
の
歌
め
ぐ

り
マ
宗
教
曲
マ
心
の
モ
ザ

イ
ク
マ
詩
と
合
唱
に
よ
る
構

成
，
生
き
る
乙
と
'

入
場
料
三
百
円

日
時

主
催
大
村
混
声
合
唱
団

後
援
市
教
育
委
員
会
ほ
か

※
詳
し
く
は
大
村
混
声
合
唱
団
連

絡
先
(
田
川
自
雷

@
l四
0
0

0
)
ま
た
は
社
会
教
育
課
へ

-
大
村
・
諌
早
・
北
高

地
区
第
日
回
教
職
員

文
化
美
術
展

期
間
十
一
月
二
十
一
日

t
二
十

三
日
(
午
前
九
時
l
午
後
五
時
)

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

展
示
作
品
絵
画
、
彫
塑
、
工
芸

デ
ザ
イ
ン
、
書
、
写
真

主
催
県
教
育
委
員
会
、
県
教
職

員
互
助
組
合
(
学
校
教
育
課
〉

-
海
上
自
衛
隊
大
村
航

空
隊
開
隊

M
周
年
記

念
行
事

十
一
月
三
十
日
(
日
)

午
前
十
時

t
午
後
三
時

場
所
大
村
航
空
隊
駐
機
場

内
容
航
空
機
展
示
、
装
備
品
展

示
、
作
品
展
示
、
模
擁
庖
、
航

空
機
展
示
飛
行
、
音
楽
隊
演
奏

な
ど

日
時

-
岳
風
流
大
村
吟
諒
会

創
立
問
周
年
記
念
吟

道
大
会

日
時

十
一
月
二
十
三
日
(
日
)

午
前
九
時

t
午
後
五
時

場
所
市
民
会
館
ホ
l
ル

内

容

吟

詠
、
剣
舞
、
詩
舞
、
民

踊
、
民
謡
、
華
道
吟
、
剣
舞
劇

(
明
治
の
夜
明
け
)
、
ス
ラ
イ

ド
吟
詠

(
大
村
の
史
跡
を
尋
ね

て
)
な
と
の
ほ
か
、
県
内
外
の

各
派
代
表
者
に
よ
る
名
吟
、披
露

入
場
料
無
料

主
催
大
村
吟
詠
会

※
詳
し
く
は
吟
詠
会
〈
中
村
H

雷

②
l
二
九
六
八
)
ま
た
は
社
会

教
育
課
へ

国
壁
画
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
展
示

市
内
の
子
ど
も
会
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
、
十
月
二
十
六
日
に

開
催
さ
れ
た
第
十
八
回
壁
画
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す

の
で
、
ど
家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か

け
下
さ
い
。
な
お
、
コ
ン
ク
ー
ル

の
成
績
は
優
秀
賞
に
小
佐
古
B
、

入
選
に
片
町
第
二
、
あ
す
な
ろ
B

外
浦
小
路
A
、
わ
か
ば
B
で
、
以

下
佳
作
が
四
点
、
特
別
賞
が
三
点

で
し
た
。

期
間
十
二
月
一
日

t
六
日

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

主
催
大
村
市
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会

※
詳
し
く
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
l
(雷
④
l
一
一
一
一
六
一
)
へ

収 式つ味(行め神をはしよな新十か んとり業もか働工 旨いび感
穫とでまでなわ各事祝、たばめ嘗四つ乙。はをとあらき業勤でに、謝十
がいすり、めれ地でい一。れさ祭年ての で忘のり秋をそ労す感生のー
早つ。「新)ての、、説新てい(以昭日 きれかまのさのと。謝産日月
くて 新しはい神い来に 嘗 い)に前和は まるかす実す他い しを。二
なも 穀 い食ま社ま年よ祭まといは二、 せ乙わのりわあう 合祝「十
つ、をもべすでものる でのけら場うい勤 三
食のる。乙宮豊と f___ 、シでゆ合 」、労日

fいま すをほの中作稲|鵬櫨 |ゃ lする、 と 園 をは J

1器 三委:ま号zz z | 勤労感謝の日げ5ぞ草霊 V号ち fb ~ 
めの 儀る意嘗がじる穫----------<三7てー |農 で折、、 趣がと労

| ー l~tゐア | 
にか百なの に栄の ~ ~ヘr、』二￡こど |ま月でで一ばん実をに
しち姓でよ私欠 養主 お Irl巴時IT3E3いd、主主・ミト'" Iすの八す月平。感食
たあさおさたか源食米 I~ ]::"1て-::r:Lr..有河 |。上月がに均戦とべ十
いえん米をちせととは i 、て￡室プ~セ~rr\l."で句上、かし前しるー
もるのの見はなしし、 ! 込副~---l!.A.品、、， l すに旬いけではてと月
の司ど豊直、いてて古 かは、まて十、はい二
で翠苦作しいも毎、来わなら米けなり 給 月い米ら終おは行月稲ピう十
す 22労を、まの日まよけつれを私れまノレ下とで、っそ早わ 下刈 ンの三
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m 共い民度し食豊日すとよくちそ。トにろと主してとたかとき、に
百 l乙、みおた生富本。いう食はれいにはで、流まも乙もらいま生新.
己分おん米。活な人 うにベ新だう乗配八早通い十ろの十えせ活米;
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そ

の

穂

り

-
戦
傷
病
者
相
談
員
へ

お
気
軽
に
ご
相
談
を

争おおむ

戦
傷
病
者
相
談
員
と
し
て
次
の

方
が
十
月
一
日
厚
生
大
臣
か
ら
業

務
を
委
託
さ
れ
ま
し
た
。

戦
傷
病
者
の
援
護
業
務
関
係
の

質
問
、
要
望
な
ど
お
持
ち
の
方
は

お
出
か
け
下
さ
い
。

相
談
員
染
石
常
雄
(
竹
松
本
町

九
四
三
、
雷
@
|
七
一
ニ
一
一
一
)

市政だより

-
豚
コ
レ
ラ
病
が
発
生

昭和55年11月15日
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

養
豚
家
の
皆
さ
ん
、
恐
ろ
し
い

豚
の
伝
染
病
(
豚
コ
レ
ラ
病
)
が

埼
玉
、
福
島
、
山
形
、
愛
知
、
島

根
、
宮
崎
県
と
続
発

し
て
い
ま
す

本
病
は
予
病
注
射

を
受
け
て
い
な
い
豚

が
発
病
し
て
い
ま
す

の
で
、
ま
だ
予
防
注

射
を
し
て
い
な
い
豚

は
早
自
に
実
施
し
て

ま
ん
延
防
止
に
努
め

寺
子
し
ょ
・
つ

※
詳
し
く
は
農
林
水

産
課
ま
た
は
大
村

市
農
協
畜
産
部
へ

見事な

王冠のご寄贈

低
賃
金
額
よ
り
低
い
賃
金
で
労
働

者
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
産
業
に
よ
っ
て
は
、

乙
れ
よ
り
高
い
産
業
別
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

-
長
崎
県
の
最
低
賃
金

が
改
正

長
崎
県
の
最
低
賃
金
が
十
月
二

十
五
日
か
ら
次
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
使
用
者
は
、
乙
の
最

11月3日の大村まつりに花を添えた

ペス大村選彰、 iζ、田崎真珠株式会

通じて寄贈され、大村祭協賛会からミ

豪華な真珠の王冠とネックレスが市を

社(田崎俊作社長、本社神戸市)から

最
低
賃
金
額
一
日
H
二
千
五
百

四
十
一
円
(
賃
金
の
大
部
分
が

時
聞
に
よ
っ
て
定
め
て
い
る
場

合
は
一
時
間
三
百
十
八
円
)

※
詳
し
い
こ
と
は
長
崎
労
働
基
準

局
(
曾
長
崎
@
|
六
三
四
三
)

ま
た
は
市
商
工
観
光
課
へ
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一

こ

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

と

菓

子

二

箱

マ

八

木

館

宏

一

町

三

丁

目

)

映

画

招

待

一

清

和

国

へ

一

一

一
香

典

返

し

一
敬

喜

一

一館

寄

付

敬

語

マ

向

陽

高

校

イ

ン

タ

ー

ァ

l
ト

窓

町

保

育

所

へ

一

ク
ラ
ブ
(
行
時
尚
美
ほ
か
十
五
マ
大
村
ス
ポ
ー
ツ
庖
(
本
町
一
一

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

社

会

福

祉

事

業

費

へ

人

)

慰

問

と

枕

カ

パ

i
十
九
枚
丁
目
)
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ボ
ー
ル
五
一

雑
巾
二
十
三
枚
マ
大
村
ロ

l

一
マ
中
山
美
佐
子
(
池
田
一
丁
目
マ
大
村
高
校
調
理
部
H

一

万

円

個

、

ト

ラ

ン

ポ

リ

ン

一

台

マ

一

タ
リ
l
ク
ラ
ブ
(
会
長
貞
松
繁

一
・
亡
夫
泰
夫
)
十
万
円
マ
柳
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
明
)
菓
子
四
十
二
袋
マ
大
村
中
村
時
計
庖
(
本
町
)
折
紙
百
一

一
田
イ
ワ
ヨ
(
水
田
町
・
亡
夫
静
マ
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
慈
民
踊
愛
好
会
土
曜
会
(
吉
田
文
冊
マ
森
善
三
郎
(
西
本
町
)
一

一

太

郎

)

十

万

円

恵

荘

へ

た

か

な

漬

五

キ

ロ

枝

ほ

か

二

十

二

人

)

民

踊

慰

問

絵

本

二

十

冊

一

ス大村、準ミス大村に贈られました。

国
造
林
申
請
の
受
付

植
林
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
が

大
村
市
森
林
組
合
で
は
造
林
申
請

の
受
付
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
植

付
面
積
が
十
ア
ー
ル
以
上
の
場
合

県
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
の

で
申
請
し
て
下
さ
い
。

受
付
期
間
十
一
月
十
五
日
J
十

二
月
二
十
五
日
ま
で

受
付
場
所
大
村
市
森
林
組
合
事

務
所

要
領
川
造
林
地
の
字
、
地
番
、

樹
種
、
本
数
同
印
か
ん
例

苗
木
一
本
当
り
二
十
円
の
予
納

金

(
農
林
水
産
課
)

-
だ
れ
で
も
買
え
る
競

売
不
動
産

乙
れ
ま
で
の
不
動
産
競
売
は
、

素
人
の
方
に
は
参
加
し
に
く
い
の

が
実
情
で
し
た
が
、
十
月
か
ら
施

行
さ
れ
た
民
事
執
行
法
と
い
う
新

し
い
法
律
で
は
、
従
来
の
手
続
き

を
改
善
し
て
、
専
門
家
で
な
く
て

も
た
や
す
く
不
動
産
競
売
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
よ
り
の
長
崎
地
方
裁
判
所
支

部
に
は
、
競
売
す
る
不
動
産
に
つ

い
て
の
資
料
が
備
え
て
あ
り
ま
す

か
ら
、
そ
れ
を
見
た
上
で
、
不
動

産
競
売
に
ど
し
ど
し
参
加
し
て
下

一
車
の
ド
ア

l
ロ
ッ
ク
を
一

一

習

慣

づ

け

よ

う

一

一
最
近
、
自
動
車
の
中
か
ら
現
一

一
金
や
貴
重
品
な
ど
を
盗
む
「
車
一

一
上
ね
ら
い
」
が
多
く
な
っ
て
い
一

一
ま
す
が
、
ね
ら
わ
れ
る
の
は
、
一

一
ほ
と
ん
ど
が
ド
ア
l
ロ
ツ
ク
の
一

一

な

い

車

で

す

。

一

一
ド
ア

1
ロ
ッ
ク
の
な
い
車
は
一

一
自
分
の
被
害
だ
け
で
な
く
、
車
一

一
に
さ
わ
り
た
が
る
少
年
た
ち
に
一

一
「
車
上
ね
ら
い
」
の
出
来
心
を
一

一
ぉ
乙
さ
せ
る
し
、
最
悪
の
場
合
一

一
は
車
を
盗
ま
れ
、
凶
悪
犯
に
利
一

一
周
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一

一
「
車
上
ね
ら
い
」
を
防
止
す
一

一
る
た
め
次
の
乙
と
を
守
り
ま
し
一

一

ょ

う

。

一

一
@
車
を
離
れ
る
と
き
は
、
ド
ア
一

↑

l
ロ
ッ
ク
を
す
る
よ
う
習
慣
一

一

づ

け

ま

し

ょ

う

。

一

一
@
正
し
い
駐
車
に
心
が
け
、
長
一

一
期
の
駐
車
は
車
庫
か
監
視
の
一

一
い
る
駐
車
場
を
利
用
し
ま
し
一

一

ょ

う

。

一

一

(

大

村

警

察

署

)

一

「・ー‘・
1
t
‘t
‘t
‘t
‘t
‘・
!
t
‘t
‘」

さ
い
。

※
詳
し
く
は
長
崎
地
方
裁
判
所
大

村
支
部
(
曾
②
|
三
五

O
一
)

へ
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